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一ノ宮小学校 
タブレット活用ガイドブック 

（保護者用） 

（宮小スタイル） 

  

目 次 

１ タブレット端末を使う目的 

２ タブレット端末の使い方 

３ 子供たちを守るために 

４ おわりに 
 

このガイドブックには、一ノ宮小の小学生がタブレット端末（以下クロ

ームブック）を適切に使って学習ができるように、大きく３つのことをま

とめています。 

１ クロームブックを使う目的 

２ クロームブックの使い方や使うときのルール 

３ 子供たちを守るために 
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クロームブックは富岡市から児童生徒の保護者の責任の下、１人１台お貸し

するもので、今後も同じものを大切に使い続けます。 

クロームブックを効果的に使うと学習効果を高められる道具ですが、使い方

のルールを守らずに誤った使い方をすると重大な事件に巻き込まれる危険も

ある道具です。  

学校では児童に対し、安全かつ効果的に使用するよう指導していきますが、

御家庭におかれましても、児童とともに本ガイドブックの内容を御確認してい

ただき、特に家庭での取扱いについて話し合っていただき、お子さんと一緒に

確認していただきますよう、御理解、御協力をお願いいたします。 

 

１ クロームブックを使う目的 

おもに、子供たちに以下の力をつけるためにクロームブックを使います。 

□自ら目標を立て、計画的に学ぶ力     ＜自立、自律性＞ 

□自ら情報を選択し、関連付けて、伝える力 ＜言語能力、情報活用能力＞ 

□自ら問いを作り、他者とともに解決する力 ＜課題発見、解決能力、協働性＞ 

□上記３つを併せて、自己の学習を調整しようという態度〈自己調整力〉 

 

２ クロームブックの使い方 

□クロームブックは、学習活動のために貸している物です。正しく使い、壊れない

よう大切に扱うことが必要です。※以下に記載のルールが守れないときは、クロ

ームブックを使うことができなくなることがあります。 

 

① 使用場所について 

□クロームブックは、先生の指示があった際に持ち帰り、学習活動に関わること以

外は使いません。 

□クロームブックは、家庭以外では使用しません。 

 

② 使用上の留意点について 

□登下校中は、クロームブックをランドセル（かばん）から出しません。 

□クロームブックはきれいな手でさわります。 

□なくしたり、落として壊したりしないように、十分に気をつけます。   

□水をかけたり、湿気の多いところで使ったりはしません。また、日光の下やスト

ーブの近くなどには置きません。  

□指でふれる、または、専用ペンを使うようにします。えんぴつやペンでふれたり、

落書きしたり、磁石をくっつけるなどは絶対にしません。  

□平日は学校で充電をして持ち帰ります。先生の指示があった時は、充電器を持ち

帰り、家庭で充電をします。 
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以下のことについてお願いします。（保護者） 

・置き忘れたり、紛失したりしないように、管理してください。 

・持ったまま走ったり、高いところに置いたり（落とす）、地面に置いたり（踏まれ

る）するなど、破損が予想されることはしないようにしてください。 

・場所で管理できるように、置く場所を決めてください。 

 

③ カメラでの撮影について 

※学校でカメラ機能を使いたいときは、事前に先生に伝えるようにしています。 

□家庭でカメラ機能を使う場合は、保護者に伝えるように確認してください。 

□カメラで人を撮影したり、人の家や持ち物などを撮影したりするときは、勝手に

撮らず、必ず撮影する相手や所有者の許可をもらうようにしてください。 

 

④ 特に、家庭で使うときに注意すること 

□使う時間は、家庭でよく話し合い、長時間また、遅い時間まで使わないように       

してください。※本校のめやすは小学生１～３年生は夜７時まで、４～６年生は、

夜８時までとします。 

□家庭で使う場所、置く場所を家族と話し合って決めてください。（②にも記載） 

□食べたり、飲んだりしながら使わないようにさせてください。 

□学習に関連のない使い方は、させないようにしてください。 

（例）□趣味で Web サイトにアクセスしたり、ゲームをしたりする。 

□SNS やメールで個人的な連絡をとりあう。 

※安全のため、全ての操作を記録しています。一部の機能も停止しています。 

□家庭のパソコンや USB メモリなどの記録媒体をつながないようにしてください。 

□充電器を持ち帰った場合、学校に持ってくる前夜に充電を済ませるようにしてく

ださい。 

□緊急時等には、パソコンを通して学校とやり取りをすることが想定されますが、

教職員が対応できる時間は、通常平日 8：10～16：40 ですのでご留意ください。 

 

⑤ 健康のために 

□クロームブックを使用するときは、正しい姿勢で、目とクロームブックの距離を

３０ｃｍ以上離します。  

□３０分に一度は、２０秒以上、画面から目を離し、遠くの景色を見るなどして目

を休ませます。  

□クロームブックを使用する時間は、家庭でよく話し合い、長時間使用せず、休け

いをしながら使います。 

□部屋の明るさに合わせて、画面の明るさを調整します。 

□寝る１時間（６０分）前からは使いません。 

 



4 

 

 

 

３ 子供たちを守るために（情報セキュリティについて） 

インターネット上のトラブルに巻き込まれないためには、インターネットの特性や

個人情報の扱い方を正しく理解することが大切です。被害者にも加害者にもならない

よう、安全、安心な利用を心がけましょう。 

 

□インターネットには制限がかけられていますが、もしもあやしいサイトに入って

しまったときはすぐに画面を閉じ、家の人に知らせます。 

□インターネット上のファイルには危険なものがあるので、むやみにダウンロード

しません。 

□自分のクロームブックを他の人に貸したり、使わせたりしません。 

□自分のＩＤやパスワードは、他人に教えません。また、他の人のＩＤやパスワー

ドを使ってはいけません。  

□自分のＩＤやパスワードは、勝手に変更しません。変更が必要な時は、先生に相

談します。 

□自分や他人の個人情報（名前や住所、電話番号など）はインターネット上に絶対

にのせないようにします。  

□相手を傷つけたり、いやな思いをさせたりすることを絶対に書き込みません。  

□写真を撮ったり、録音□録画をしたりするときは、必ず相手の許可をもらいます。  

□他人の作成した作品やデータを使用する場合は、著作権に十分気を付けます。 

□クロームブックで作ったデータやインターネットから取り込んだデータ（写真や

動画がなど）は、学習活動で先生が許可したものだけを保存します。  

□デスクトップのアイコンの並び方や位置、背景の画像、色などのクロームブック

の設定は、勝手に変えません。 

 

① トラブルのときに 

あやしいサイトに入ってしまったときなど、危険を感じたらクロームブック

を閉じ、すぐに身近な大人（先生や保護者など）に知らせるように確認してく

ださい。 

破損、故障、紛失した時は、すぐに身近な大人（先生や保護者など）に知ら

せるように確認してください。場合によっては、個人負担で修理していただき

ます。大切に、丁寧に扱いようご指導ください。 

 

 

確認 

● 子どもがクロームブックを使っている様子を、温かく見守ってください。 

● 子どもと一緒に「情報を安全に使うこと」について考えてください。 
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● 子どもとクロームブックの使い方について定期的に話し合い、守られているか

確認してください。 

確認 危険な行為 対応等 

□ 個人情報をインターネットに掲

載する。 

授業で扱う個人情報の範囲 

○クロームブックで扱える個人情報 

 名前、成果物（意見、作品、レポート等）、個人

名が特定されない写真や動画、趣味嗜好（交流授業

での自己紹介程度） 

×クロームブックで扱えない個人情報 

住所、電話番号、メールアドレス、生年月日、個

人名が特定される写真、成績などの機微な情報 

※クロームブックで扱える個人情報は、市のセキュ

リティ基準を満たしたクラウドの運用によって

守られます。 

□ 違法な画像や動画等をダウンロ

ードして他者の権利や肖像権を

侵害する。 

※無料サイトを含む、インターネット上にアップロ

ードされている写真や動画、文章はすべてその作

者に著作権があります。 

※特に動画は全般的にダウンロードが禁止されて

います。 

□ ＩＤ、パスワードを忘れる。 

パスワードを無断で変更する。 

忘れた場合、学校にご連絡ください。 

パスワードは決して勝手に変えないでください。 

□ 自宅の外で Wi-Fi につないでし

まい情報が抜き取られる。 

学校外では、家庭の Wi-Fi もしくは学校が許可

した Wi-Fi のみ接続です。 

□ 有害なコンテンツにアクセスす

る。 

子供の利用状況を時々確認してください。有害

サイトはブロックしていますが、限度がありま

す。問題が起きたときは、直ちに学校に連絡して

ください。 

□ 課金や有料サービスを利用す

る。 

想定外の請求が来た場合などは直ちに学校に連

絡してください。ただし、請求額の保証はできま

せんのでご注意ください。 

 

② 注意点 

□学校の許可なく新たにアプリを入れたり、機能を追加や削除したりしないよう 

に確認してください。 

□デスククトップのアイコンの並び方や位置は変えないよう確認にしてください。 

□クロームブックを他人に貸したり、使わせたりしないように確認してください。 

□自分や他人の個人情報はインターネット上に絶対に公開しないように確認して 
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ください。 

□クロームブックで作ったデータやインターネットから取り込んだデータは、学

習活動で先生が許可したもののみ、学校指定のクラウドに保存しています。 

□私物のパソコンで学校指定のクラウドにアクセスしたり、データーをダウンロ

ードしないようにしてください。 

□私物のパソコンや USB メモリなどの記録媒体をクラウドやクロームブックにつ

ながないようにしてください。 

※有線でつないでよいのは、イヤホン（マイク付き）と AC アダプタです。 

※原則、自宅の Wi-Fi のみです。 

※フリースポット等で使用すると個人情報が洩れる可能性があります。 

 

４ おわりに 

近年、急速な技術革新、グローバル化の進展、超スマート社会

（Society5.0）の実現に向けた動き、GIGA スクールなど、社会の変化が

加速度を増しています。 

一ノ宮小では、これまで取り組んできた先生が、クロームブックを使用

して授業を行う「宮スタイル」の成果を生かしながら、今後、子供たち一

人一人がクロームブックを積極的に活用する「宮小スタイル」の実現に取

り組んでいきます。新時代を生きる子供たちが自分たちの未来を切り拓

くための力を育むために、「宮小スタイル」を実現していきます。 

そのためには、保護者の皆様のお力が必要です。御理解、御協力よろし

くお願いいたします。 

またご質問や故障等がありましたら、学校（0274-62-2034 勤務時間内 

平日８：１０～１６：４０）までに連絡をお願いいたします。 


